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実施・運営
方法

　ごみ散乱防止のための啓発や清掃活動、市民総ぐるみの地域美化活動を「小牧市快
適で清潔なまちづくり協議会」とともに実施した。また、啓発用の看板の配布や、環境美
化パトロール員を2班4名配置し、軽トラックで市内のパトロールを実施した。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

　「快適で清潔なまちこまき」の実現を目指し、市・市民等及び事業者が、それぞれの役
割の下、地域環境の保全及び美化の促進を図る。
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判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

　ごみ散乱防止の啓発や清掃活動、環境美化パトロール員よる市内のパトロールを実
施しているが、不法投棄ごみは後を絶たない状態が続いており、廃止すれば益々不法
投棄が増え、市内の環境美化が図れないと考える。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

　不法投棄の多い地域、場所を中心に巡回し、事業の効率性を図る。 不法投棄抑制の
ための啓発活動を強化する必要があるため、「小牧市快適で清潔なまちづくり協議会」と
ともに小牧山美化活動、ごみ散乱防止市民行動の日などの事業の充実を図る。

　ごみ散乱防止の啓発や清掃活動、二人一組による不法投棄監視パトロールの実施に
より、不法投棄の発生抑制や不法投棄ごみの回収を行い、市内の環境美化に努めてい
るが、不法投棄ごみは後を絶たない状態が続いているため、尚一層、事業を充実させる
必要があると判断した。

クリーンアップ事業実施回数

パトロール員によるパトロール回
数

事業目的の
達成状況

　ごみ散乱防止のための啓発や清掃活動、市民総ぐるみの地域美化活動を「小牧市快
適で清潔なまちづくり協議会」とともに実施し、啓発用の看板の配布や、環境美化パト
ロール員よる軽トラックでの市内パトロールの実施や不法投棄ごみの回収を行ったが、
不法投棄ごみは後を絶たない状態が続いている。
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